


存
既

設
新

Lv. 0・点 1・線 2・面 3・領域
発刊号

No.

設計者

作品名

関係性

輪郭 作品概要

次元横断 効果

用途

存
既

設
新

Lv. 0・点 1・線 2・面 3・領域
発刊号

No.

設計者

作品名

関係性

輪郭 作品概要

次元横断 効果

用途

存
既

設
新

Lv. 0・点 1・線 2・面 3・領域
発刊号

No.

設計者

作品名

関係性

輪郭 作品概要

用途

調停的

調停的

調停的

外壁・内壁

床・内壁

空間・器具・階段

視覚的連続性

回遊性・連続性

視覚的連続性

次元横断 効果

空間・器具・階段 視覚的連続性

太子堂の住宅

クローバーハウス

時間の倉庫  旧本庄商業銀行煉瓦倉庫

MAD Architects

福島加津也＋冨永祥子建築設計事務所

藤田雄介／ Camp Design
住宅 ( 改修 )

保育園 ( 改修 )

006
2017.8

007
2017.7

008
2017.6

内部空間に回遊性を
持たせ、床のレベル差
で居場所を作り出し、
スチールの鴨居を設け
ることで間仕切りの手
がかりを設ける。

既存の躯体を補強しな
がら継承し、シェル
構造の外皮を新設する
ことで入れ子的構成と
一体的な内部空間を
形成する。

重要文化財に指定された
倉庫を地域交流センター
として改修。素材を切り
替え、既存と新設を明示し
コアを設け設備・補強とする。

外壁 (既存構成 )

天井柱

器具

家具

空間
4-6 歳児室

【配置・入れ子】

床
器具

天井

天井
柱

器具 床
内壁
柱
外壁 ( 既存構成 )

外壁
階段

床

内壁

フローリング仕上げ

天井【色彩・白】柱【色彩・白】

壁仕上げ【色彩・白】開口

棚

照明

障子・建具

カーテン

鴨居

小上がり床面
フローリング仕上げ
【配置・高さ】

立ち上がり【色彩・白】

土間仕上げ

小屋組
梁
柱

【素材・木】 　力桁【素材・木】

ガラス
フローリング無垢

内壁仕上げ【色彩・白】

クロス【色彩・白】

塩ビシート
【色彩・黒】

間仕切り壁

鉄骨壁柱【色彩・黒】

木板

組積煉瓦

木根太

鉄骨柱【色彩・黒】

空調機器【色彩・黒】 ライトレール
【色彩・黒】照明

鉄骨建具

木柱

木梁

構造用合板

トップライト
クロス【色彩・白】開口

住宅→文化施設

af
te

r
be

fo
re

既存形態

Métaphysique Littéral

踏襲的建替え新築 再生建築

既存建築

既存建物
Existing parts

新設部分
New parts

既存構成
Existing configuration

類型化を行う 操作の目的・効用と部位の状態と操作の分析

私立大室美術館

関係性：connexion

存
既

設
新

0・点Lv. 1・線 2・面 3・領域

間柱・野縁
【形態・格子】
【素材・木】

絵画
【配置・格子】

展示室【入れ子】

間仕切り壁
【色彩・白】

質料的操作
【肌理・色彩・素材】
形式的操作
【大きさ , 形態 , 配置】

既存床
【フローリング】

天井仕上げ【メッシュ】

野縁
【形態・格子】

既存開口 内壁面

天井 床

外壁
天井

展示物

内壁
ヴォリューム

部位の透明化

建築的部位の次元
建築的部位：Building Element

内部に空間を構成する

存
既

設
新

0・点Lv. 1・線 2・面 3・領域

間柱・野縁
【形態・格子】
【素材・木】

絵画
【配置・格子】

展示室【入れ子】

間仕切り壁
【色彩・白】

質料的操作
形式的操作

既存床
【フローリング】

野縁
【形態・格子】

天井 床

展示物

内壁
ヴォリューム

新建築の誌面の写真
( 私立大室美術館 )

部位構成の透明化
次元の低次元化

内部空間の再構成 空間を建物の境界に付加

建物の境界外に付加する

外部空間を挿入
外部空間を挿入

吹き抜けを設ける 内部に空間を構成する

例 )調停的 増築的減築的

十日町市市民交流センター「分じろう」
十日町市市民交流センター「十じろう」

Vo：02
【領域的室】

Vo：03
【領域的室】

Vo：01
【領域的室】

Vo：04
【領域的室】

SLP01
【外壁】

SLP：02
【外壁】

SLP：01
【外壁】

SLP：06
【内壁】

SLP：05
【外壁】

SLP：02
【外壁】

SL：04
【階段】

SL：02
【天井】

SL：03
【内壁】

点・線・面横断的状態

点・線・面
横断的状態

Vo:06
【領域的室】

07
【領域的室】

08
【領域的室】

09
【領域的室】

Vo：10
【領域的室】

LP：06
【屋根】
【外壁】

●ボリューム的に
空間を構成する。

●動線を挿入
●撤去・追加
　可能な増床

●上部空間を付加●外部空間の付加

●半外部空間を付加●内部空間を付加

●外壁をセットバックさせ
　ながらサッシの質料を操作
　することで強調する

●エントランス空間を開放的にする●屋根形状と対立したトップライト

●滞留空間

●採光の獲得

●抽象的な外壁と対し、
具象的な内部空間の形成

●構成が可視化され
　視覚的連続性を生み出す

●動線を挿入

Vo：05
【領域的室】

●用途を調停するための吹き抜け。

●小上がりによる
　領域の獲得

●床の懐を利用し
　ながら領域を拡張

●既存に対して配慮した
　透明度の高い構成

●用途の拡張の
　ための付加

●家具やカーテンなどによって
　緩やかに空間を間仕切る

関係性 次元

外部空間を挿入

内部空間
再構成

内部に空間を
構成する

空間を建物の
境界に付加

建物の境界外
に付加する。

吹き抜けを
設ける。

❶

❷

❹

❹

❸

❸

❺

Su：02
【床】

Su：01
【外壁】

SL：05
【外壁】

SLP：15
【外壁】

SLP：15
【内壁】

SLP：15
【外壁】

SLP：16
【床】

P：01
【内壁】

P：02
【内壁】

LP：04
【器具】

LP：05
【器具】

LP：03
【内壁】

LP：02
【内壁】

LP：01
【外壁】

SL：01
【外壁】

SL：06
【床】

Su：03
【内壁】

●採光の拡張

●領域を作り出す

●下地を利用した本棚

●スケールを
　調停する

●入れ子の内部・外部で
　視線の連続性を作り出す

●梁を横断する
　トップライト

●半外部空間を作り出す

●既存を覆うようにして、
　別棟を新設する

●既存の柱スパンを踏襲しながら、
　内部と外部を連続した空間を新設・付加

●屋根形状をによって採光を確保する ●既存形態をつなぎ
　外部空間を拡張する

●フレキシビティ
●連続性

L：01
【天井】

L：02
【外壁】

L：03
【内壁】

L：04
【内壁】

L：05
【内壁】

SL：07
【内壁】

SL：08
【床】

SL：10
【外壁】

Su：04
【天井】
【内壁】

Su：07
【天井】
【床】

SL：12
【天井】
【床】

SL：13
【階段】

SL：14
【天井】
【床】

Su：05
【天井】
【内壁】

Su：06
【階段】SL：11

【内壁】

SL：09
【床】

SLP：07
【屋根】
【内壁】

SLP：06
【屋根】

SLP：08
【内壁】

SLP：09
【屋根】
【外壁】 Su：08

【屋根】
【外壁】

SLP：14
【屋根】
【外壁】

SLP：11
【屋根】
【外壁】

SLP：12
【屋根】
【外壁】

SLP：13
【屋根】
【外壁】

SL：08
【外壁】

L：06
【天井】
【内壁】

●ストラクチャーと対立した複層的な構成

●フレキシビティの向上

●複層的に視覚を切り
　動線をつなげる

点・線・面横断的状態

Surface：2次元・面的状態 Volume：3 次元・領域的状態Point：0次元・点的状態 Line：1 次元・線的状態

作
操
的
築
減
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調停的

調停的

調停的

調停的

調停的

調停的

調停的

unico
西田司＋森詩央里＋伊藤彩良
＋大沢雄城／オンデザイン

横浜国立大学大学院 Y-GSA（基本）瀬川翠
Studio Tokyo West（基本・実施）

オフィス→複合施設

視覚的な連続性

空間のフレキシビリティ

空間のフレキシビリティ

住み手による参加天井・内壁

天井・内壁

外壁・内壁

床・内壁

空間・器具・階段

天井・柱・階段・器具

視覚的連続性

回遊性・連続性

視覚的連続性

保存

001
2017.10

廃墟となっていたビル
を複合施設として改修。
し一層には工房とカフェ
を配置し、コミュニティ
を形成しながらオフィス
をDIY で参加可能にする。

空間・天井・内壁

内壁・柱

リガレッセ

ピン！ ひらはらばし

コットンハウスリノベーション

東松山の住宅

太子堂の住宅

クローバーハウス

時間の倉庫  旧本庄商業銀行煉瓦倉庫

MAD Architects

福島加津也＋冨永祥子建築設計事務所

藤田雄介／ Camp Design

藤田雄介／ Camp Design

有馬裕之＋Urban Fourth

モクチン企画

住宅→文化施設

住宅 ( 改修 )

住宅 ( 改修 )

住宅 ( 改修 )

住宅 ( 改修 )

保育園 ( 改修 )

002
2017.10

003

004

2017.8

2017.8

005
2017.8

006
2017.8

007
2017.7

008
2017.6

民家の構成を継承し
地域センターとして
空間をフレキシブル
に使用可能にし建具
やカーテンなどで
空間を構成する。

空室が多い木造アパー
トに対して改修方法を
レシピ化し、その改修
方法を適用することに
よって改修を行う。

住み手が自分の手で
空間をカスタマイズ
することが出来るこ
とでコミュニティの
形成を促進していく
集合住宅。

マンションの一室の
改修を行う際に主室
を入れ子上に配置し、
建具によって構成する
ことで視覚的な繋がり
をつくる。

内部空間に回遊性を
持たせ、床にレベル差
で居場所を作り出し、
スチールの鴨居を設け
ることで間仕切りの手
がかりを設ける。

既存の躯体を補強しな
がら継承し、シェル
構造の外皮を新設する
ことで入れ子的構成を
とることで一体的な
内部空間を作る。

街の重要文化財になっ
ている倉庫を地域交流
センターとして改修。
素材を切り替え、既存
と新設を明示しコアを
設け設備・補強とする。

柱
柱ふかし〈色彩・白〉

梁

長押

カーテンレール

開口サッシ

出窓
【配置・複層】

ビニルクロス【色彩・白】
内壁面 仕上げ【色彩・白】
内壁 仕上げ【色彩・白】

天井仕上げ【色彩・白】

キッチン

天井板

柱【肌理・表し】

椅子
テーブル

植栽

柱〈化粧一部残し〉

スラブ【肌理・表し】

内壁仕上げ
構造用合板【素材・木】

ミーティングルーム
【配置・入れ子】

構造用合板【素材・木】間柱【素材・軽量鉄骨】建具
開口サッシ

建具

空調ダクト
配線

照明器具

床スラブ
【肌理・文字等塗装】

梁【肌理・表し】

小屋束

椅子

建具枠〈色彩・白〉

テーブル

基礎立ち上がり：腰壁

内壁〈色彩・白〉

構造用合板
モルタル仕上げ

家具

梁 天井

柱

床

内壁

柱

梁

柱【色彩・白】

梁【色彩・白】 スラブ【色彩・白】
外壁【色彩・白】既存開口〈色彩・白〉

内壁【色彩・白】

スラブ【肌理・表し】
小上がり板材

【配置・高さ】【素材・木】

黒板

植栽

照明

机
棚
ソファ

天井

内壁柱

柱

天井

器具

外壁 ( 既存 )
内壁

床

器具

植栽

家具

家具
器具

内壁

外壁
天井 (既存構成 )

外壁 ( 既存構成 )

外壁 ( 既存構成 )

天井柱

器具

家具

空間
4-6 歳児室

【配置・入れ子】

床
器具

天井

天井
柱

器具
階段

床
内壁
柱
外壁 ( 既存構成 )

外壁
階段

床

内壁

柱

床

床

フローリング仕上げ

フローリング仕上げ

天井【色彩・白】柱【色彩・白】

壁仕上げ【色彩・白】開口

棚

照明

障子・建具

カーテン

鴨居

小上がり床面
フローリング仕上げ
【配置・高さ】

立ち上がり【色彩・白】

土間仕上げ

外壁面【色彩・白】

天井仕上げ【色彩・白】

キッチン
照明

建具サッシ【素材・木】

開口

開口サッシ【素材・木】

長押【素材・木】

柱【色彩・白】
梁【色彩・白】

テーブル
椅子

小屋組
梁
柱

【素材・木】 　力桁【素材・木】

ガラス
フローリング無垢

内壁仕上げ【色彩・白】

クロス【色彩・白】

塩ビシート
【色彩・黒】

間仕切り壁

鉄骨壁柱【色彩・黒】

踏面【色彩・黒】【色彩・黒】

木板

組積煉瓦

木根太

鉄骨柱【色彩・黒】

空調機器【色彩・黒】 ライトレール
【色彩・黒】照明

鉄骨建具

木柱

木梁

構造用合板

トップライト
クロス【色彩・白】開口

住宅→文化施設

天井

床

柱

器具

家具

内壁

内壁
空間
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次元横断 効果

用途

発刊号

No.

設計者

作品名

関係性

輪郭 作品概要

次元横断 効果

用途

発刊号

No.

設計者

作品名

関係性

輪郭 作品概要

次元横断 効果

用途

調停的

調停的

調停的

増築的

調停的

調停的

調停的

調停的

視覚・空間の連続性

内部空間の再構成

空間

天井

次元横断 効果

内部空間の再構成天井

天井・内壁

天井・内壁・外壁

床

内壁

外部空間との連続性

外部空間との連続性

外部空間との連続性

空間のフレキシビティ

内部空間の再構成

SHIBAMATA FU-TEN

海士町のキッチンスタジオ

MORIUMIUS（モリウミアス）

山之内元町長屋

晒屋町の長屋群

本町の部屋

THE 6
納谷建築設計事務所

芝浦工業大学西沢大良研究室
芝浦まちづくりセンター

魚谷繁礼建築研究所

馬場兼伸／ B2Aarchitects

西田司＋一色ヒロタカ＋勝邦義
＋岩崎修／オンデザイン

大阪市立大学小池研究室＋ウズラボ

馬場正尊＋平岩祐季／Open A　
塚越智之＋宮下淳平／塚越宮下設計

キドサキナギサ＋こいけひろの

住宅→文化施設

住宅→キッチンスタジオ

小学校→宿泊施設

住宅 ( 改修 )

保育園 ( 改修 )

009
2017.5

011

010

012

2017.4

2017.3

013

2017.2

014

2017.2

015

016

2017.2

2017.2

2017.1

し観光客のための宿泊
施設とし、日常的に地
域センターとして利用
出来るように、小さな
空間で構成する。

民家を、離島の食育
プロジェクトの拠点
としてキッチンスタ
ジオに改修し、既存
の構成を継承する。

廃校を改修し、自然
環境との共存を育む
宿泊施設へ改修。既存
の躯体を出来るだけ
補強し、残し連続的
空間を作り出している。

既存の長屋の形式を
活用し、子育てする
世帯のための集合住宅
とし、路地空間に世帯
交流や子供が遊べる
空間をはいしている。

既存の田の字型の構成
に対して土の字型の
土間を新設し、既存の
間取りを継承しながら
視覚的・空間的連続
な空間を構成する。

マンションの一室を改修
し部屋を再構成するに
あたり建具を移設や新設
し、長押や枠材にカーテン
や扉をつけることを可能に
している。

オフィスビルのワンフロア
を改修しシェアオフィスと
する計画。ワンフロアに対
し専有部分と共有部分を共
存させるために、入れ子の
構成をとることで構成する。

アルミルーバー 床仕上げ補修
野縁

コンクリートブロック

スクリーン
机

テーブル

エアコン建具【素材・木】
建具【素材・木】

家具 天井 床

内壁

倉庫→オフィス

オフィス→シェアオフィス

住宅 ( 改修 )

内部空間の再構成天井・内壁

空間・天井

築 50 年の倉庫の一室
を改修し、学生のリサ
ーチ拠点や一般解放し
展覧会やレクチャーな
どに使われる地域施設
として改修。

床フローリング

木毛セメント板

土間【配置・高さ】

土壁柱
梁

柱

梁

梁

垂木
垂木受け 野地板

土壁

階段

縁側板
フローリング
内壁仕上げ

束柱
横木
垂木

膜

天井仕上げ

土台

椅子
キッチン

土壁柱

天井 ( 既存構成 )

天井 ( 既存構成 )
器具

内壁 床

器具

器具

家具

天井

床
空間

天井袋 ( 既存構成 )

内壁 ( 既存構成 )
外壁 ( 既存構成 )

床

家具

器具

フローリング

天井仕上げ【色彩・白】 天袋竿縁

天井仕上げ【色彩・白】竿縁

木建具枠
木扉
カーテン

キッチン【色彩・白】

フローリング

銅製束

梁 スラブ

フローリング

内壁仕上げ【肌理・目地】
カウンター

建具・扉

内壁仕上げ【肌理・木目】

受付
【配置・入れ子】
スモールオフィス
【配置・入れ子】

パーゴラ
【配置・入れ子】

テーブル

空調
照明

椅子
キッチン

長押

照明

カーテンレール

内壁仕上げ【色彩・白】

柱

梁

柱ふかし【色彩・白】

スラブ表し

スラブ表し

梁ふかし【色彩・白】

椅子
テーブル
カーペット

照明

階段

床 階段
天井

柱
器具

器具

天井

内壁

内壁

天井
外壁

家具
床

外壁

庇・屋根 ( 既存構成 )

床

器具

空間

外壁

家具

ガラス
アルミパネル

内壁面仕上げ【色彩・白】開口サッシ【色彩・白】

キッチン
照明【形態・曲線】 マリオン

柱 野地板
梁
火打
小屋組

間柱
補強柱

陸梁
母屋

野地板

構造用合板

ポリカーボネート板
【素材・透過性】

楣

スギ足場板

合掌
柱

敷桁
無目

木製框引き違い戸

ベット

楣

梁

❶
❷

❹
❸

❺

適用した操作
減築的操作 ( ボリューム的 )
減築的操作 ( 吹き抜け )
調停的操作 ( 入れ子 : 面 )
調停的操作 ( 入れ子 : 線 )
増築的操作 ( 上部付加 )

構造用合板

A.inner wall( 次元横断 )
建築的部位の透明化

B.inner wall( 低次元化 )
柱 間柱 胴縁

間柱

踏襲的建替え2 Phantomical reconstruction

Existing form

Building
Elements

Definition
再生建築の空間構成の分析3 Résultat de la recherche

Analysis items Analysis sheet

Target

Building element

connexion

Adaptation method

stcetihcrA atamehcS   /家の谷ヶ鳩 .A
http://architecturephoto.net/45882/

Shirakawa Civic Hall / 白河市民会館
Mapio.net

白河市民会館の利用時の光景
福島県県南地方被災地復興情報

(http://kennan-genki.furusatokaiki.com/initiation.htm)

B. 私立大室美術館 /大室佑介アトリエ
http://www.ichiku.org/author/yusuke-omuro/

既存形態に対する操作と更新を視野に入れた空間を構成するために再生建築の空間

構成の分析を行う。再生建築の空間構成の特徴として、部位構成が知覚可能な状態、

つまり、空間構成の透明化が挙げられる。部位構成の知覚化は空間の情報を担保す

ることから、点検・更新等の建築の持続可能性に寄与していると言える。

再生建築の空間構成を把握するうえで、部位がどのように構成されているか分析を

行う。そのため建築的部位を形状的特徴により分類することで再生建築の空間個性

の分析を行う。本研究における建築的部位は知覚可能な部位・部材とし、それらが

有する物理的な次元を【0次元：点的器具】・【1次元：線的部材】・【2次元：面的部

位】・【3次元・領域的室】の 4項目に分類を行った。

再生建築の改修後の空間構成を分析し、「操作」及び「建築的部位の構成」を把握

することで、既存形態の構成と新規用途を調停する操作として、「踏襲的建替え」へ

適応する。

坂牛卓の著者である「建築の規則－現代建築を創り・読み解く可能性－」を参照し、

本研究では再生建築にみられる「操作」を【関係性の操作】・【建築的部位の構成】

の項目で把握する。建築的部位を構成する部位・部材に対し、【質料的操作】・【形式

的操作】に対して分析を行う。得られた建築的部位の構成は関係性の分析結果によっ

て類型化する。

分析対象を新建築 (2005 年5月号～2017 年 1 0 月号) より、リフォーム、リノベーション、コンバー

ジョンの作品 120 事例とする。建築作品で改修以前の平面図、改修後の平面図、断

面図が掲載されているものを分析対象とする。　

※耐震改修、改装・内装のみの改修は分析対象に含まない。

建築的部位の定義により、改修後の部位の構成を把握する。再生建築の改修後の部

位の状態を把握するとともに、【質料的操作】・【形式的操作】について分析する。建

築家の言説・写真・図面等で把握可能なものとする。また【質料的操作】を①肌理、

②色彩・③素材、【形式的操作】を　①大きさ・②形態・③配置の項目を分析シートを作成

し、把握する。

再生建築の『関係性の操作』について分析を行うため既往研究を参照し、既存

建築に対して、新設部がどのような『関係性』に置かれているかを分析し類型

化を行った。

得られた関係性の操作をさらに【減築的】・【調停的】・【増築的】の 3つに分類

することで関係性の操作を把握した。

【関係性の操作】の分析によって得られた操作を類型化し、【部位の構成】の分析か

ら得られた部位の「透明化」された操作を抽出し、【形式的操作】と【質料的操作】

を加えることで部位操作の一覧を作成した。

全体的な傾向として、空間の視覚的な連続性・外部空間と連続する空間を構成する

ための操作が多く存在した。この操作傾向は公共建築という開放的な構成をとの親

和性が高いと考えられる。分析から得られた空間構成と操作を適応し、既存形態を

援用した「踏襲的建替え」を行う。

celling celling

wallwall

けづ置位の築建生再と」え替建的襲踏「.1 1.分析項目 分析シート：120事例(10/120)

2.分析対象

3.建築的部位の構成に関する分析

4.関係性の分析

5.分析結果のモデル化・考察

2.既存形態における構成の定義

3.再生建築の空間構成及び建築的部位の分類

本提案では「踏襲的建替え」を「敷地に以前存在していた建物・既存形態の構成を

援用し、更新を視野に入れ建替え計画を行うこと」と定義する。また既存建物の改

修を伴う建築を対象とし図のような関係にあるものを「再生建築」と定義する。

再生建築の操作を、既存形態の構成と新規用途を調停する為の行為としてとらえ

分析を行う。

「踏襲的建替え」とは既存建築を活用する再生建築と既存建築と断絶した新築行為

の二項対立的関係性を取り持つ、中庸的な建替手法である。既往研究にはない

新規性のあるものである。

本研究では公共施設の存続実績を評価し、既存形態を建替え時の設計プロセスに取り

込むことで踏襲的建替えを行う。既存形態の構成のなかから【全体構成】・【視覚的

ストラクチャー】・【通り芯】の 3項目を設計プロセスに援用する。なお、既存形態

である旧白河市民会館は文化発信の地域拠点として 50 年間利用された建物である。

A. 配置構成 B. 視覚的ストラクチャー

C. 通り芯

ボリューム
Volume

フレーム
Flame

base Line

Pillar

・高さ関係

・配置関係

前面外部
( 広場・駐車場等 )

敷地境界線

配置関係

建物

高さ関係

3 次元・領域的空間
VolumeSurfaceLinePoint / dot

2 次元・面的部位1次元・線的部材0次元・点的器具

フラッシュ戸
開口サッシ

エントランスポーチ

ポリカーボネート板

fixture

furniture

device volume
天井板

フラットバー

トラス鴨居 長押

土台 補強フレーム

階段室
居室
風除室カーテン

ライトレール

本棚・椅子・机

関係性の操作

既存形態と新規計画の関係性を選定し、調停するために
部位構成・操作を適応させ空間構成の透明化を図る。

調停的操作

天井・内壁 照明・器具 屋根

「採光」「スケールの調停」「可変性」

ギャラリーの場合
galleryExisting form

Volume Volume

分析から得られた操作

既存形態

分析から得られた操作



多目的室
160.25 ㎡

小会議室 (2F)
32.00 ㎡

大集会室 (3F)
200.00 ㎡

楽屋・控え室(3F)

管理オフィス
115.00 ㎡

管理部門 ( 宿直室等 )
115.00 ㎡

2F 創作部門　

管理部門管理アクセス

白河市庁舎

集会部門 情報
部門

メディア
コーナー

美術部門

プレイルーム
50.00 ㎡

ホワイエ

カフェ
110.25 ㎡

荷解室
19.45㎡

美術部門管理
オフィス

搬入

搬入前室
19.45㎡

燻蒸室
乾燥室

倉庫

ミュージアム
ショップ
50.00 ㎡

ワークショップ
38.75 ㎡

市民ギャラリー
110.00 ㎡

企画展示室 (2F)
市民ギャラリー
110.00 ㎡

企画展示室 (3F)
145.00 ㎡

調理室 66.75 ㎡工作室 80.55 ㎡ 更衣室 30.00 ㎡

第 2講習室 (2F)
60.00 ㎡

第 3講習室 (2F)
60.00 ㎡

第 1講習室 (1F)
140.00 ㎡

エントランス
ホール
100.00 ㎡

駐車場
50 台

駐輪場
70 台
100 ㎡

茶室 (2F)

1F面積　2143.75㎡
2F面積　2371.39㎡
3F面積　1121.12㎡
延床面積　5636.26㎡

敷地面積    5042.50㎡
建築面積　2371.39㎡

容積率　111.72%

搬入動線

main approach
N

小
峰
通
り
・
av
en
ue

1. 既存形態を更新可能な状態へ置換

2. 新規用途の計画

+

+

A. 配置構成を分割
増改築・部位・部材・設備
の更新が部分的に行うこと
を可能にする。

ストラクチャーを置き換え
ることで耐用年数をズラす
ことで一斉更新を避ける。

既存形態の配置構成・空間寸法
を踏襲しながら計画を行う。

B. 視覚的ストラクチャー
    の置き換え

C. 通り芯の踏襲

3. 既存形態と新規用途を調停する。
    分析から得られた操作の適応

ボリューム
Volume

フレーム
Flame

bottom

Top

存続実績を評価した
既存形態の構成

全体性

空間構成の透明化が
見られる操作の適応

部分構成

※意匠的側面
既存形態をそのまま立ち上げることは「キッチュ」
担ってしまう。既存構成を更新可能な状態により
援用することが本研究の新規性である。

横断的に設計を行う

1/12

UB

SU

SU

1800

搬入口
荷解前室

搬入EV

ホワイエ・EVホール

荷解室
19.45㎡

男子トイレ女子トイレ

乾燥室

資材室

搬入前室
(一時保管)

19.45㎡

守衛室

管理受付

設備室

掃除
用具室

多目的WC

女子トイレ

男子トイレ

P.S.

P.S.

地域情報
コーナー

収蔵庫 D.S.

20
00

機械

機械

ドライエリア
研究・作業室
38.75㎡

カウンター

36
00

押入れ

UB

SU

SU

P.S.

P.S.

応接室

館長室

1500 1680

宿直室女子更衣室

男子更衣室

24
00

FL：±0

FL：±0

FL：±0

給湯室

放送室
印刷室

休憩室

窓口

FL：＋500 ・±0

FL：＋1000

・＋1500

・＋1000

・＋500

・±0

・GL：－400

・GL：±0

・GL：－500

・GL：±0

・GL：±0

・GL：－600

・GL：－350

・GL：－400

・GL：－450

・GL：－500

・GL：－550

▲一般車両アクセス

・±0

・GL：＋1000

FL：±0

・
＋
70
0

・±0

FL：＋1000

FL：＋500

5000

36

48

49

50

1/12

1/
12

メインエントランス

収蔵庫

美術部門
エントランス

FL：＋1000

▼管理者アクセス

FL：＋1800

インフォメーション
カウンター

ミュージアムショップ
67.45㎡

・
＋
50
0

1/12 GL：±0
GL：+500

1/12

第一講習室
140.25㎡

準備室

エントランスホール

FL：±0

多目的室
140.25㎡

音楽スタジオ
33.25㎡

・＋500

1/
8

市民ギャラリー(企画展示室)
108.45㎡

車寄せ

FL：＋1000

60
00

45
00

50
00

50
00

50
00

45
00

30
00

水場
(外部創作スペース)

ワークショップスペース
38.75㎡

2730 1820 910 2730 2730 2730 6360 2730 2730 2730 1820 1820 2730 2730546027302730

研究・作業室
34.25㎡

FL：+200

プレイルーム
48.00㎡

燻蒸室

カフェ
94.50㎡

準備室

・
＋
30
0

1/
8

展示室・倉庫

4400

5000 5000

管理事務室
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1 減築的操作
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減築的操作 N

既存形態の構成

回遊性のある主導線

具体的な操作適用箇所
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2011 年 9 月開館

小峰城

白河駅

白河市役所

白河市民会館
白河中央公民館
1964年6月30日開館(築5２年)
2016年8月31日閉館
※現在一時的に駐車場として利用

移転建替対象
白河市中央公民館

白河私立図書館

●2016年に
　移転が行われた

本計画提案

奥州街道

小峰通り

マイタウン白河
 (ギャラリースペース)

所在地　〒961-0935　福島県白河市手代町 22-1
敷地面積　5,045 ㎡ 用途地域　商業地域

・白河文化交流館コミネス
　2016 年 10 月 23 日開館

N

2F Plan S=1：700

3F Plan S=1：700

以上の分析を通して得られた手法を適応し、白河市民会館跡地に白河市中央公民館

の「踏襲的建替え計画」を行う。

対象敷地は私の地元に存在していた福島県白河市の旧白河市民会館・旧白河市図書

館の跡地である。既存形態はモダニズム建築でありフライタワーとホール・客席の

「ボリューム」とホワイエの「フレーム」の構成であった。1964 年に建設され、以後

54 年が経過し、老朽化・東日本大震災の被害により、2016 年に駅前へと移転・建替

えが行われ現在駐車場となっている。

取り壊しが行われた白河市民会館跡地の市街地中心部に対し、白河市中央公民館の

移転建替え計画を行う。白河市中央公民館は人材の育成・文化芸術を発信の地域拠

点施設の役割を担っている。1945 年に建設された。築 73 年の建物であり、建替え時

期を迎えている。

　既存形態の構成である【配置構成】・【視覚的ストラクチャー】・【通り芯】を更新可能な状

態へ置換し、設計プロセスへ援用する。更新可能な状態の既存形態と新規用途を調停するた

めに分析から得られた操作・空間構成を適応する。概念的な既存形態を設計に援用すること

で過去の建築の全体性を獲得し、今後の改修に対応するために構成の可視化・空間の透明化

を図り設計を行う。

日本における竣工後の増改築や部分的な改修時にエキスパンジョイ

ントによる接続が行われる。既存形態の構成をあらかじめ分割する。

改修時の構造計算の短縮化・各構造が四角形にになることによって

安定が図られる。また部材や設備更新が独立して行うことが可能に

なる。

既存形態はモダニズム建築の劇場であり、ボリュームとフレームの構

成である。既存形態のストラクチャーの構成を再度立ち上げることは

キッチュになってしまう。そこで更新を視野に入れストラクチャーを

置き換える。置き換えることでストラクチャーの耐用年数をズラすし、

更新時に寄与するストラクチャーを与える。

既存形態を更新可能な状態へと置換し、通り芯を踏襲することで既存の空間のスケー

ルを把握し新規用途の計画を行う。異なるストラクチャーを横断するような回遊性

のある平面計画と螺旋状の立体動線により各部門を繋ぐ。

白河市は小峰城の城下町として栄えた歴史がある。旧奥州街道が市街地に通ってお

り、歴史のある祭りやイベントが行われる。また町屋なども現存する。平成 16 年

には周辺の村と 4市村合併が行われ統廃合が行われ、白河市に中心機能を整備する

計画が行われる。

白河市民会館の昨日は駅前の開発地域に移転が行われ、現在は駐車場として利用さ

れている。そこに白河市中央公民館の移転建替えを計画する。

現在の白河市中央公民館の公民館機能に加え、2016 年に建設された白河市民文化交

流館計画時に想定されていたギャラリー・創作部門等の用途を追加する。

また現在の白河市中央公民館では集会室を様々な団体によってフレキシブルに利用

されていたため、建替時には創作部門・研修部門を集会部門とは別に計画する。既

存形態の構成に着目し配置計画を行う。

既存形態の図書館があった南側にカフェと広場を配置することで、南東に対して開き新たな中央

公民館としての構えを獲得する。前面のラーメンフレームの角に対してエントランスホールを設

る。市民会館アクセスに対し、独立した美術部門アクセスを全体ボリュームとカフェ・広場を配

置した。既存形態に対して多目的ホールを中心に、異種のストラクチャーを横断するようにプロ

グラムを配置し、平面的・立体的にか回遊性のある動線計画とした。

Shirakawa Civic Hall / 白河市民会館
Mapio.net

白河市民会館・既存図 (1F)
提供：白河市役所文化振興課

設計提案 Design・Drawing4
Existing form1.対象建物・既存形態の概要

Floor plan ・Drawing

4.設計プロセス A.既存形態の配置構成に着目した分割 B.既存形態の視覚的ストラクチャーの置換 C.通り新を踏襲・D.配置計画 Design process

5.全体計画Planning site2.計画用途・対象敷地

Program3.計画用途
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A

AB

B

B
C

C

D

D

D E

E
4.

1.

3.2.
1. 2.

3. 4.

フライタワーという縦に
伸びる大空間を鉄骨造に
置き換えることで、今後
の改修に対応するかたち
で継承する。

分割されることで一層と
なった機能諸室群は、
周辺にもっとも隣接した
部分であり、RCラーメン
フレームにより継承する。

既存形態のエントランス
であった部分はラーメン
フレームとして継承し、
従来の使われ方を誘発す
る形で継承を行う。

ホール部分の大空間は、
分析で見られた倉庫の
活用を参考に、大空間を
流動的に使うことで最も
長周期で使用可能にする。

分棟で建っていた図書館
の躯体をそのまま継承し、
自由度の高い管理棟とし
て活用できるような形で
置き換えを行う。

N
O
R
D

av
en

ue

street

C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R

C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R
C
A
R

C
A
R
C
A
R

C
A
R
C
A
R
C
A
R

C
A
R
C
A
R
C
A
R

▼

EV

EVEV

▲
▲ ▲

2F

2F

EVENTS

1F

N
O
R
D

Site access

▲Site access

MainEntrance

Administrator
access

Loading
access

bicycle

WS

Multi-purpose
room

Museum A
ss

em
bl

y
ro

om

Studio

backyard

ba
ck

ya
rd

backyard

Access conductor

Park

Play
room

Museum
shop

Caffe

白河市役所
Shirakawa 
City Hall

白河駅
小峰城

Park

WC

WC

Foyer

通り芯

集会部門
美術部門
創作部門
管理部門
カフェ

配置構成

A.フライタワー

E.図書館

D.客席

B.機能諸室

C.ホワイエ

駐車場

白河市庁舎

EXPJ

EXPJ



10
00

������ ���������������

���� ������������������

A
Y2

A
Y2

����� �������������
市民ギャラリー
企画展示室

企画展示室

17
50

50
00

40
00

54
50

▽2FL +4000

▽3FL +4000

ステンレス複合板
耐水合板
胴縁
断熱ボード

34
00

32
30

��
��

�

��
��

����

滑り止め付き強化ガラス(t=22mm)
床束
デッキスラブ

モルタル仕上げ
デッキプレート

抽象化された螺旋階段
線量の多い地域・企画展示室から3階の抽象的な展示室へと
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外部空間を皮膜で
室内化可能

既存の構成に対して増築的に振る舞う

部位構成を可視化させ視覚的連続性を生む

土間
外部導線調理室

管理事務
休憩スペース

放送室
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